
平成３０年度 熊本県立翔陽高等学校防災訓練実施計画 

１ 目 的 

（１）自然災害及び校舎火災発生等を想定し、全校生徒及び職員が安全かつ速やかに避難できるよう防災の 

意識を高める。 

(２）初期消火の訓練機会、及び訓練の必要性を再確認する機会とする。 

(３）本訓練は、大規模な地震発生とこれに伴う二次災害としての火災発生を、次の前提条件のもとで訓練             

   を実施する。 

  ア 在校時において震度６強の地震が発生し、これに伴い二次災害として火災が発生したものとする。 

  イ 校舎の施設は、地震発生後も概ね安全であるとする。 

  ウ 避難経路は確保されているものとする。 

(４)普段の学習活動で実施されている、地震等の防災に関する知識を確認する場とする。 

 

２ 日 時  平成３０年１１月２６日（月）  １４：１９～１５：３５  

 

３  日 程     

        １３：３５～  ５限目開始 

     １４：１９・・・訓練地震発生（５限目終了６分前）緊急地震速報受信システム 

     １４：２２・・・訓練火災発生（５限目終了３分前）初期消火訓練実施   

避難開始       

     １４：３５・・・防災士指導 

     １４：４５・・・消火器の取扱い 

     １５：１５・・・校長講評 

     １５：２０・・・諸連絡 

             （校舎内に戻る際には、靴の土砂を充分に落とす） 

     １５：３０・・・掃除 

     １５：５０・・・終礼 

※ 雨天時は体育館へクラス別に集合 

４ 実施方法 

（１）１４：１９  模擬地震発生（緊急地震速報受信システムシェイクアウト訓練） 

     模擬地震発生後、教科担当者は、以下の措置をとり、放送が入るまで、教室待機する。 

          （教室待機） 

          緊急放送１ 教頭から(総合職員室の放送施設にて） 

     「ただ今より、防災訓練を行います。これからの行動は、放送の指示に従ってください。」 

① 安全の確保の指示 

・机の下に頭を入れ、机の脚をしっかりと握る。 

        ・落下物や危険物（窓ガラスなど）から離れて身体の保護を行う。 

         ・大声を出さず、指示に従う。 

② 生徒の人員・安全の確保 

  

（２）１４：２２  模擬火災発生、火災報知器による通報と校内放送による指示。  

（１４時２２分 警報機作動予定）「火災報知器作動」（教室待機） 

                初期消火の失敗 

(３) 緊急放送２ 事務室から「訓練火災発生、訓練火災発生、ただいま機械実習棟溶接工場付近から、火     

災が発生しました。避難経路が確認できましたので、生徒・職員は、速やかにグラウンドに避難してく  

ださい。」  （一斉に避難）（実習棟機械実習室から出火の予定） 



(４)全員、本部からの指示（校内放送）により、教科担任等の引率で、グラウンドに避難し、クラスごとに

整列するように生徒に指示する。クラス委員長は、生徒を整列させる。 

(５)クラス担任は、整列した生徒の人員点呼を行い、年次主任に報告する。 

       ※整列隊形は、テニスコート側から１年７組・・・３年１組とする。名簿順２列縦隊 

※職員点呼・・・教科ごとに主任→教頭   

    クラス別に整列               (６)生徒の整列完了後、「消防署指導」を仰ぐ 

                                                     生徒（クラスごとに整列完了） 

                                                          →担任→年次主任→副校長→校長 

 

                                               (７)備考 

ア 教科担任以外に保健室(養護) 

                               生徒指導室(特別指導) 

                                                         教育相談室・生徒相談室は、直接 

                                                         該当学年へ必ず報告 

                             イ  欠課者 :5限目の当該授業の欠課者 

                                                     ウ 不在者：避難してグランドで点呼確認 

                                                              をした際に、不在であると講     

                                   座講担当者ほかが判断した者 

                                                      エ 不明者：欠課者の中で、担任がその                               

所在が確認できていない者 

    本部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 実施上の留意点 

（１）指示を厳守する。放送確認後、行動開始。教室・準備室等の窓閉め（必要に応じて施錠） 

（２）廊下、階段、非常用渡り廊下等は、将棋倒し・ふざけた行為による転倒防止に注意する。 

（３）真剣な態度で、静かに、かつ、迅速に行動する。（歩かない・・・駆け足で避難） 

（４）生徒は避難場所に出たら、必ず教科担任の指示で、クラス別整列の場所へ急いで向かい速やかに整列

する。クラス委員長は、生徒を整列させる。 

（５）担任は、クラス別整列場所に行き出欠点呼後、学年主任に報告する。 

 

６  避難移動の経路 

（１）グラウンドまでの最短距離を確認し、火災場所から離れるように避難する。 

   （講座担当者の引率・誘導）※別紙参照 

（２）２階以上で授業を受けていた生徒は、講座担当者他の指示を受けて、できるだけ 

① 出火場所から離れ、②最寄りの階段で、③混雑を避けるようにして、④安全を確保する 

とともに、⑤校舎の破損に留意しながら外に避難する。  
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７ 訓練係分担 

（１）司会、進行・・・・・・・・・・・・ （総務部） 

（２）本部・・・・・・・・・・・・・・・  校長（総括） 

                                          欠課者確認（年次名簿への転記）各年次主任 

                                          事務長<校舎異変に対応> 

                                          体育科<避難中の生徒の異変に対応> 

（３）火災場所確認・・・・・・・・・・・  職員２名 

   校長への連絡・報告・・・・・・・・  副校長(避難完了) 

（４）消防署及びＱネットへの緊急連絡・・・  職員１名 

（５）校内緊急放送・・・・・・・・・・・    職員１名 

（６）グラウンドまでの指示・誘導・・・・   職員５限目教科担任(４０名)他 

（７）計時（避難時間計測）・・・・・・・・    職員３名 ※避難放送後より計測開始 

（８）進行時間記録（行事の進行時間記録）・   職員１名 

（９）担架の運搬・・・・・・・・・・・・   職員２名 

（10）初期消火・・・・・・・・・・・・・   職員３名 

（11）消火栓の操作・・・・・・・・・・・   職員３名 

（12）放送器具準備・・・・・・・・・・・   職員１名 

（13）記録（写真）・・・・・・・・・・・   職員２名 

（14）２０１補助・・・・・・・・・・・・    職員１名 

（15）誘導（教室棟各ポイント）・・・・・   職員２名（西階段一階実習棟側・事務室側） 

          (不在者の捜索)                   職員２名（東出口） 

                                           職員２名（中央階段一階） 

                        職員２名（未来塔３階北側階段・南側階段） 

                        職員２名（未来塔２階北側階段・南側階段） 

８ 報告 

  速やかに被害の状況等を熊本県災害対策本部に報告する。 

    

 【参考】 

  欠課者…５限目の当該授業の欠課者 

  不在者…避難してグランドで点呼･確認をした際に、不在であると担任が判断した者 

  不明者…欠課者の中で、担任がその所在確認できていない者 

 

９ 避難経路と誘導対応（敬称略） 

（１）管理棟２階 

○美術室・進路室は、それぞれの非常階段から下り、体育館を迂回してグラウンドへ。 

○大会議室は、螺旋階段から下り、正面出口を通り、正門側からグラウンドへ。 

（２）教室棟１階 

○３－３教室～３－７教室は、東出口からグラウンドへ。 

    ☆誘導は、東出口のロックを外し、観音開きにする。 

○３－１、２教室は、教室棟事務室側出口から管理棟を迂回してグラウンドへ。 

    ☆誘導は、実習棟側に出ないように封鎖。また、出口から管理棟を迂回するように指示。 

     →保健室より担架運搬の要請があれば、この両名で対応。 

○生物教室は、中央出口（体育館側）から管理棟を迂回してグラウンドへ。 

    ☆誘導は、階段から下りてきた生徒は東出口に抜けるよう指示。 



○保健室・カウンセラー室は、３－１、３－２教室が抜けた後、東出口よりグラウンドへ。 

    ☆移動に手が必要な場合、３－１、３－２教室の男子生徒や誘導の職員等に声をかけ、必要な人数

を手配。 

○家庭経営室は、教室棟事務室側出口から管理棟を迂回してグラウンドへ。 

（３）教室棟２階 

○２－５～２－７教室は、生徒指導室横の階段から下り、グラウンドへ。 

○２－３・２－４教室は、中央階段から下り、東出口を通ってグラウンドへ。 

○２－１・２－２教室は、西階段から下り、事務室側出口、体育教官室前を経て、 

グラウンドへ。 

○物理教室は、中央階段から下り、東出口を通ってグラウンドへ。 

（４）教室棟３階 

○１－５～１－７教室は、３０８・３０９講義室横の階段から下り、グラウンドへ。 

○１－３・１－４教室は、中央階段から１階へ下り、東出口を通ってグラウンドへ。 

○１－１・１－２教室は、西階段から１階へ下り、事務室側出口から管理棟を迂回して 

グラウンドへ。 

○化学教室は、中央階段から１階へ下り、東出口からグラウンドへ。 

（５）未来塔 

○全て南側階段（４階書道室寄り・３階３１４講義室横）を使用。を通ってグランドへ。 

（６）実験棟 

○東側階段（製図室と第１パソコン室の間）から下り、実習棟跡地方面からグラウンドへ。 

（７）実習棟 

○１階は、直接外へ避難。未来棟1階自動販売機方面に向かってグラウンドへ。２，３階は未来塔に移   

動し階段を使用してグラウンドへ。 

（８）農業系列・工業系列職員室付近の教室 

○実習棟内に立ち入らないようにしながら、野球場・部室棟方面に抜けてグラウンドへ。 

（９）家庭科棟 

○１階は管理棟迂回してグラウンドへ。 

○２階は家庭科棟２階の非常階段を使用し、管理棟を迂回してグラウンドへ。 

 



翔陽高校　地震避難フローチャート

確認完了後

不在あり 不在なし・欠課あり 不在なし・欠課なし

担任が欠席や早退を把握している場合・・・△

担任が所在を把握していない場合・・・×

不明あり 不明なし（本部へ報告）
（本部及び校長へ報告）

副校長（本部）より校長へ報告

地震発生
（教頭より放送）

避難完了

グラウンド集合

消防へ連絡 年次名簿に転記

消火栓

消火成功
警報器誤作動

火災警報あり 火災警報なし

火元確認初期消火

消火失敗

（教頭放送）

教頭に報告 避難開始

避難開始 消防に連絡

消防へ連絡 終了

副校長（本部）より

校長へ報告

（事務放送）

ＨＲ担任による

不在者・欠課者の確認と報告

クラスごとに整列し直す
（担任による欠席者の確認）

年次主任による名簿照合
（不明者の有無を確認）


